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本
會
第
五
回
大
衡
は
今
年
五
月
七
Ⅱ
風
薫
る
初
夏
の
Ｈ
暇
を
卜
し

て
例
年
の
遡
り
開
催
さ
れ
た
。
以
下
常
Ⅱ
の
枢
様
な
略
報
す
る
ｏ

一
、
展
斑
倉
禰
岡
市
内
官
幣
小
耐
佐
吉
祁
献
趾
務
所
に
於
て
午
前

十
時
よ
り
正
午
迄
主
さ
し
て
同
趾
所
蔵
の
古
文
蒋
喪
物
類
を
左
の

通
り
供
曙
し
た
。

一
、
古
文
番
二
巻

一
、
松
花
和
歌
集
巻
五
懇
の
部
（
永
亨
年
中
勅
賜
）
一
巻

一
、
天
正
十
五
年
七
月
十
二
Ⅱ
住
吉
祁
砒
献
領
日
録
一
通

一
、
元
職
九
年
九
吋
朔
Ｈ
奉
納
従
吉
濟
織
起
一
巻
・

一
、
天
保
三
年
辰
正
月
筑
前
剛
筥
燗
住
吉
宇
美
三
肺
朝
廷
に
奉
り

し
訴
状
（
描
田
家
所
蔵
）
一
並

一
℃
銅
剥
六
本

一
、
銅
鉾
五
本
・

一
、
古
面
一
個

二
、
識
演
酋
祠
岡
無
教
育
禽
餌
に
於
て
午
后
一
時
上
り
長
教
授
可

九
大
史
學
會
大
會
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宮
の
下
に
朋
會
、
識
演
要
旨
は
左
の
通
り
ｏ

松
浦
海
賊
に
つ
い
て
長
沼
礎
海
敦
授

附
、
博
多
の
女
捜
ひ

誰
波
内
容
は
本
枇
所
戦
の
論
文
「
元
湾
ご
松
浦
鰯
」
さ
頭
複
す
る

ざ
こ
ろ
あ
る
な
以
て
打
略
す
る
。

文
蕊
復
興
期
の
三
密
人
小
川
政
修
教
授

庚
義
の
所
謂
文
化
に
閲
す
る
辨
践
に
は
ｂ
何
れ
の
時
代
を
見
て

も
、
其
の
時
代
淵
紳
が
反
映
し
て
居
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
、
ア
レ
キ

サ
ン
ド
リ
ヤ
の
留
熈
も
其
の
文
學
、
美
術
己
同
綴
へ
時
代
淵
榊
さ
側

係
が
あ
ｈ
、
ヒ
ポ
ク
レ
ト
ス
の
柵
承
者
、
諸
械
の
學
説
の
統
一
者
で

あ
る
ガ
レ
ノ
ス
（
の
己
の
国
８
）
の
慨
系
も
、
同
様
で
あ
る
の
を
兄

る
。
彼
の
髄
系
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
後
、
ア
ラ
ビ
ヤ
審
畢
が
隆
盛
を

極
め
て
も
伺
繼
承
さ
れ
た
が
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
諸
腺
因
が
、
同
時

に
、
密
學
改
並
の
原
哩
ご
な
り
つ
そ
こ
に
新
ら
し
い
研
究
を
見
る
に

至
ら
し
め
た
。
即
ち
．
ア
ラ
ビ
ヤ
密
學
の
僻
統
、
習
俄
の
打
破
、
ギ

リ
シ
ャ
轡
學
へ
の
優
蹄
の
術
調
は
．
ア
ラ
ビ
ヤ
、
ギ
リ
シ
ャ
雨
溌
學

の
抗
争
を
出
現
せ
し
め
た
が
、
此
の
中
に
あ
っ
て
、
自
由
思
想
、
批

ユニ

ノ、

○



判
観
察
、
押
嶮
を
塞
調
さ
し
て
、
醤
學
の
本
霞
を
發
揮
し
た
が
、
ル

ネ
サ
ン
ス
腎
學
で
、
そ
れ
は
、
次
の
三
大
需
人
に
よ
っ
て
具
髄
化
さ

れ
た
ｏ
凋
逸
系
和
間
人
の
解
剖
學
者
シ
ロ
９
．
２
ぐ
①
閨
盲
山
つ
暫
宇
忌
園
）

は
、
ギ
リ
シ
ャ
雷
學
の
領
域
を
尚
脱
出
し
得
な
か
っ
た
常
時
の
解
剖

學
を
、
勇
敢
に
批
判
し
て
、
後
世
に
大
影
響
か
與
へ
た
新
し
い
解
剖

學
を
誕
生
せ
し
め
た
。
そ
も
ノ
ー
、
常
時
は
、
動
物
解
剖
學
が
主

で
、
人
髄
の
そ
れ
は
閑
却
さ
れ
て
居
た
。
之
に
不
滿
で
あ
っ
た
彼

は
、
死
刑
囚
の
死
髄
の
利
用
を
恩
ひ
附
き
、
死
刑
の
時
磯
、
方
法
等

迄
．
裁
判
宮
に
依
報
す
る
ざ
云
ふ
様
な
苦
心
の
研
究
を
し
た
。
此
の

結
果
．
従
来
、
榊
坐
覗
さ
れ
た
ガ
ノ
レ
ス
の
解
剖
は
、
班
に
動
物
の

解
剖
を
人
髄
に
移
し
た
に
過
ぎ
ぬ
事
が
發
兇
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
有

名
な
な
「
大
解
剖
學
」
の
薪
述
の
雛
縁
さ
な
っ
た
。
近
世
雷
撃
史
を

飾
る
此
の
大
著
も
、
禰
時
は
．
世
に
容
れ
ら
れ
ず
、
却
っ
て
、
宗
敢

裁
判
に
附
せ
ら
れ
た
上
に
、
彼
は
其
の
鯛
、
狂
人
扱
ひ
を
受
け
た
の

で
あ
っ
た
。
一
五
六
五
年
．
エ
ル
サ
レ
ム
巡
繩
中
、
パ
ド
ア
大
學
に

招
か
れ
、
其
の
赴
任
の
途
、
ギ
リ
シ
ャ
沖
で
難
破
し
、
そ
れ
が
脈
因

さ
な
っ
て
病
死
し
た
。

弓
閏
月
里
段
嗣
（
侭
冨
‐
忌
虐
）
は
其
の
父
も
密
者
で
あ
っ
た
か

ら
、
自
然
、
科
畢
的
の
教
育
を
受
け
た
。
蛾
初
、
バ
ー
ゼ
ル
大
製

で
。
次
で
、
チ
ロ
ル
の
錨
山
で
、
化
皐
分
排
、
悔
駿
及
び
蛾
山
猫
の

研
究
に
没
噸
し
た
。
後
、
彼
は
諸
叫
な
遊
歴
し
て
、
畢
将
左
妨
ね
る

外
に
、
民
衆
ざ
接
閥
し
て
其
の
研
究
を
深
め
た
が
、
一
五
二
六
年
、

バ
ー
ゼ
ル
の
敢
授
さ
市
因
に
任
命
さ
れ
た
。
然
し
、
元
來
が
、
愈
大

莱
報

な
所
が
あ
り
．
殊
に
、
大
家
崇
拝
の
態
度
を
雛
じ
て
居
た
。
其
の
著

「
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
の
大
略
」
は
、
從
來
の
型
通
り
の
雷
學
を
打
破

し
て
．
且
つ
ｃ
凋
自
の
經
験
さ
見
解
ざ
に
立
脚
し
て
、
番
い
た
大
著

で
あ
る
。
彼
は
、
ル
ー
テ
ル
が
、
宗
教
政
縦
蕃
で
あ
る
意
味
に
於
い

て
、
腎
畢
界
の
改
並
番
で
あ
る
。
即
ち
、
誰
義
に
日
常
の
獅
逸
語
を

用
ひ
て
ラ
テ
ン
語
を
排
し
た
。
然
る
に
、
因
習
さ
傳
統
を
破
っ
た
事

は
、
却
っ
て
、
批
雌
を
招
き
、
異
端
者
を
以
て
遇
せ
ら
れ
る
に
至
っ

た
。
殊
に
診
縦
役
に
綿
ん
で
訴
訟
辨
件
後
は
、
叉
遊
歴
の
旅
に
上
ら

ね
険
な
ら
ぬ
様
に
な
っ
た
。
彼
の
辨
諜
に
は
、
縣
學
の
發
逹
を
計
る

革
新
氣
分
さ
ル
ネ
サ
ン
ス
の
緒
榊
が
、
充
滿
し
て
居
る
黙
か
ら
し

て
、
匿
學
上
の
ル
ネ
サ
ン
ス
の
元
旭
さ
呼
雌
れ
て
腋
る
彼
は
、
新
プ

ラ
ト
ン
説
に
立
脚
し
・
人
さ
宇
価
、
小
字
価
ご
大
字
価
刷
の
平
行
類

似
の
想
像
識
に
よ
っ
て
、
先
醗
的
彌
系
を
完
成
し
た
。
人
間
の
身
髄

は
、
外
界
の
総
ゆ
る
辮
物
さ
開
係
を
持
ち
．
病
氣
は
天
氣
に
閥
聯
す

る
虎
が
多
く
、
叉
天
文
、
錬
余
術
は
人
髄
さ
自
然
認
識
の
中
心
で
あ

る
ざ
云
ひ
、
父
新
陳
代
謝
ご
病
源
の
關
係
を
科
畢
的
に
純
明
し
た

が
、
此
の
最
後
の
説
明
は
現
代
の
雷
畢
説
さ
一
致
す
る
鹿
で
あ
る
。

Ｐ
３
宮
・
○
誘
①
闘
忌
（
圏
己
自
ｇ
ｅ
は
佛
閲
西
の
一
小
村
落
に
生

れ
た
人
で
、
始
め
、
理
髭
帥
の
徒
弟
ざ
江
っ
て
階
た
が
．
後
、
民
間

の
外
科
醤
ご
な
り
ｂ
外
科
手
術
を
以
て
有
橘
に
な
っ
た
。
彼
は
自
由

な
自
然
観
察
觜
で
．
彼
の
仕
蛎
に
も
．
ル
ネ
サ
ン
ス
の
糊
祁
が
、
漉

厚
で
あ
る
の
か
杏
人
は
見
受
け
る
。
彼
は
理
伽
よ
り
も
、
猟
醗
浄
第

一
さ
な
し
、
祁
醗
こ
そ
。
吾
人
に
確
信
遊
興
へ
得
る
も
の
で
あ
る
ご

土
賑
し
た
。
前
の
二
蒜
は
．
ガ
ノ
レ
ス
の
誤
を
折
猟
し
て
雷
學
上
の

一
一
ハ
ー

１
１
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改
縦
走
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
は
、
繩
聡
を
淌
療
政
敵
の
韮
礎
で

あ
る
さ
し
た
。
雁
淋
剤
を
用
ひ
な
い
常
時
の
那
故
、
外
科
の
派
流
に

は
、
多
く
の
困
雌
を
生
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
然
る
に
、
大
動
脈
を

結
束
し
て
、
出
血
通
行
劫
に
止
め
る
止
Ⅲ
法
に
於
け
る
彼
の
透
明

は
、
大
手
術
を
可
能
な
ら
し
む
る
に
至
っ
た
ｃ
彼
は
、
其
他
、
技
術

上
に
哨
種
々
な
溌
明
な
し
て
、
大
い
に
貢
献
す
る
腱
が
あ
っ
た
。

三
、
晩
餐
含
前
記
教
育
稗
館
別
室
に
於
て
午
后
五
時
よ
り
開
く
、

食
后
左
記
の
如
き
研
究
發
表
が
あ
っ
て
八
時
散
禽
。

一
、
而
岡
縣
下
天
然
紀
念
物
調
査
旅
行
談
．
川
上
市
太
郎
氏

一
．
橘
庇
庭
宮
の
趾
に
つ
い
て
玉
泉
大
梁
氏

一
、
高
良
杢
の
辿
物
に
つ
い
て
伊
奈
健
次
氏

か
く
し
て
本
年
度
大
會
も
無
事
完
了
し
た
。
展
踊
會
場
さ
し
て
牡

務
所
の
一
部
を
解
放
し
ｂ
秘
蔵
の
記
録
丈
諜
密
物
等
の
陳
列
を
快
諾

さ
れ
、
祥
諏
の
便
宜
を
與
へ
ら
れ
た
住
吉
榊
趾
に
對
し
、
又
折
角
の

日
曜
に
拘
ら
ず
諦
演
宮
に
快
く
御
出
識
ド
さ
っ
た
茜
畢
部
小
川
改
修

敦
授
に
對
し
末
鑛
な
が
ら
深
謝
の
意
を
表
す
る
。
殊
に
同
致
授
の
誰

浪
は
幻
燈
の
使
用
に
依
っ
て
、
一
暦
の
興
味
ざ
理
解
の
便
蹴
淀
加
へ

ら
れ
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
會
塲
の
都
合
で
そ
の
設
術
を
な
し
得
な
か

っ
た
こ
さ
は
頗
る
識
鰊
で
あ
っ
た
。
一
錐
附
言
し
て
同
教
授
並
に
雷

員
各
位
に
断
っ
て
お
き
た
い
○
（
山
木
、
鏡
山
、
手
塚
）

受
贈
岡
書
雑
誌

史
潮
（
三
ノ
己
大
塚
史
學
會

昭
和
八
年
五
月
九
日
（
火
曜
）
午
後
五
時
半
よ
り
、
駅
娠
柴
倉
所

第
五
號
室
に
て
例
角
川
催
。
今
凹
は
、
研
究
室
を
勇
退
さ
れ
た
剛
行

一
男
學
士
に
對
す
る
慰
勢
さ
感
謝
の
意
を
含
む
曾
合
で
も
あ
っ
た
。

冬
學
年
合
併
に
て
毎
週
一
回
開
催
。
既
に
吾
麥
鏡
を
完
了
し
、
目

下
「
世
事
見
聞
隊
」
を
誹
設
中
。
（
成
瀬
・
植
松
）
〃

國
史
例
會

第
二
十
三
回
例
密
（
昭
和
八
年
五
月
八
Ⅲ
）

新
入
生
倣
迎
宵
を
縦
ね
午
後
川
時
半
よ
り
工
皐
部
中
央
食
堂
に
て

開
く
、
長
沼
、
竹
岡
剛
先
生
、
山
本
助
手
、
鏡
山
、
青
木
雨
副
手
及

專
攻
生
一
同
出
席
、
各
自
己
紹
介
の
後
、
晩
奏
を
共
に
し
漱
談
の
後

六
時
半
散
會
す
。
（
植
松
、
成
瀬
） 一

一
ハ
ー
ー

史
林
Ｑ
八
ノ
ー
）

史
苑
（
八
ノ
ご

國
立
北
平
岡
沖
館
々
栞
（
六
ノ
五
）

史
畢
研
究
（
四
ノ
三
）

Ⅱ
英
交
池
史
料
（
一
○
）

木
草
（
一
己

國
史
學
Ｑ
五
）

九
大
支
那
學
研
究
會

國
史
學
生
読
書
會

京
大
史
祭
研
苑
宮

な
孜
大
學
史
駆
宮

國
立
北
李
岡
諜
館

脹
肪
史
學
研
究
會

武
藤
長
藏

春
陽
堂

國
史
學
會



巳仔

守

出
席
者
、

十
三
名
。

第
一
回
例
會
（
昭
和
八
年
四
月
二
十
五
日
）

君
言
白
日
目
の
第
二
回
ト
ル
コ
訪
問
の
一
考
察
湯
池
惟
定

の
口
、
画
く
①
Ｆ
①
ご
○
貝
団
扇
の
印
切
凰
の
ロ
武
烏
菖
匡
①
、
鳥
目
５
勺
宮
さ
り

○
号
話
号
冒
璽
○
胃
⑦
序
論
紹
介
伊
岐
弧
満

８
富
⑦
号
冒
璽
○
胃
⑦
序
論
紹
介

第
二
回
例
含
（
昭
和
八
年
症
月
十
六
Ⅱ
）

南
阿
戦
砺

己
○
口
四
昼
⑦
Ｈ
ｏ
く
の
国
貰
口
の
甥
Ｐ
国
】
ｍ

ｏ
Ｏ
Ｒ
ｐ
Ｆ
閏
く
の
』
・
の
ｃ
Ｉ
樟
の
串
Ｐ
Ｆ
ｏ
ｐ
Ｑ

一
、
歴
史
上
よ
り
見
た
る
滿
洲
の
待
殊
事
情
ざ
清
、
満
洲
な
る
名
稲

の
由
来
に
就
い
て
Ｏ

川
崎
正
男
君

（
森
住
、
中
江
）

楠
本
教
授
、
井
ｋ
誰
叩
及
び
導
攻
の
學
士
、
畢
生
等
都
合

西
洋
史
學
研
究
會

乗
報

城
崎
千
吉
郎

Ｐ
国
訪
８
昌
具
号
の
ロ
ロ
巴
耐
茸

Ｆ
ｏ
ａ
．
岳
９
．
の
紹
介

領
藤
章

一
一
ハ
一
二

I


